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F漱 ]ヽ積寄,→ 杵含を締いてぃぅ。 中の起サ|]、 アメリ″め榮手/「 設肇が
tl守 :モ

"し
て どのょぅな影響 芝段!=し てくるな ぅっづ とヽ`う =と で不
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米末げi子力猪ゆ革早な♂て工表
最 jい ろ い るの 米 叢nI鰐 ↑ さ は て い う も あ aぅ ち ′ SQtt「 Cム 菫l争ccぃ

1のも牛
=11月 =の

証幸甲あ付たl―t′ 曽いて彎こ得ているので′ 註記をつIサて鮎
↑ して ■ 〈こ と :〔 した。

AEC薄 ′ 民 |ヨ 基よび貧装の申請者に対して ,妄 用 6む 範値の落る目1む でψ
物肇 (転くメ:」Q(χノ1し いしα勉蜃ぼ

¥)a ti:通
 ,1:導・,・ 5注 :誕その滸有よよび」ミ[戦 1亀Lノ  t']

・ lす る相豚之苓えらirtて ぃる̀  産業上の話可と与 える前にッ トラスト初ri分 の
lln~選 |て 厳|し て)綻 予結λ )」言

`層

とう lす る毎めとする。.     .
Aじ CIま 訂可とう |つ たもめ t種 数 )に ヽして,通 ヨゴ代釜 (ナtaヵぃta化

じtanvが )で 大量の該 1勾 管2襲 艦でるでこがでいる。 しケ し,提 供 き″1た濠 物
療♂汁百叡 1■ ′ AE Cl=屁 ~Tる。

AICは  識 :3・Tる が生産 ,う 可べ てn檬 粋事こ .正 き ri優督 (4■ ,‐
,Aえ毀 )で 敢得寸も|ヌ 藤 とこl衝 約二高 7う こいて笛ろc       ‐

蕪番日
｀
1を 藤き,■ 手ノ7ぽ|イ 分野

^寄
べ`ての贅鴫にすれ て, 特計

“

あド■

が
｀
可能でようし ‐

うらじ午年コ |ミ 申議す§端許だついて |せ ′特許械ち,,こ (:こ 営専蜃さ鴻
と AECマ の 健 が や Fllす る こ こ と寺 F]寸 季

=う
´ 薄
'1さ
)(ろ rと が 漱 ろ .

特 許 パ を う うド 」 っ て 丁■,幸 現 も 村 iC■ 」 が ハ ECと 練 |で |イ子に 青■1お ルt

tも の で みる ことな手さなけ れば ちら it｀ .              ,

ハECI■ , 令裂柱崎を寧圭章用環子すがらヨ1喜 ,る 電クと嗜 ることがお末る:

また4巨 ε早, 実漁 14~め
`」

o″ゅ仇 t.J桜れ )幾 も日警うけい運識′慮転

ど行ち
=こ
プできる。モわこ奮ヤ し講可き行うてきつてノム巨CI'答 ≠徴鴻

′協同進合ヵ∫び高甦働施0こ 曜曳 6う に操わぢ |サ ンklゞ 願
ヽ
ちりヽヽ。

ハEc以 ′卜の政有神ログ澤ヽ力摩熟の生産′着軍と認奮ざルtる ことがある。

嬌膏核翅奮茎fぞ うすべ` ての研先 ,老 栗よよび¬「べてい医学的千1間 に|さ ,記

可が与えらK5o
Aこ CI■ 民国ハ僣人或慮企業分たあの研句′若栄t行 うことが

｀
オ茉る。
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AEcは ′ 液養傭巻 一― ムEC喜 勇ぉ,多 ギハ Ecと のマ r'巻 轟 ●薇評苛も
子
が塵簿 している者

二 の察証審査に颯 |る 響言 L′ ヤ晨れ の仕幸メ甚墓注
将憬茂 騎資'料 ゃ重辱性 と |ビ を ちそ′ 調整 恭た.3マ とがム蘇 き。 |

,(野 を戴・
は,こ の )儒 手力関争の¬:崖 備番共よび事の辱焉

'こ

と,7′ 酪盤と
イ薦じ
｀
らく る資料をキ貧響のものに伝ぇた場合け 罰Q tt」 00 ドtは 上の11

に触さル、る:USA2傷 けるとが,峙錠口 2E力 汚 ようと寸 3意 もともつそぃ
こととヽク証丸穏謄専でuぃ・
口 務 協 lヵ  :

太確銀 は 議会 |■ 30日 前 1予‐青した■で′守足自こ暉黎1的 1手′戦 |ヽ |す 地
戦防征戒高と琴ぅηのを繁」デ1用 |ご 由t「 る協力の協表すき議ぶことがな

―
茉ち。

その協ηで ,=′ 備報i 寺着ノ施設あ堤:借 をィTぅ ことが'よ 末もな 協を
'相
手

口■′ 伸子兵番クタト彰に目する幸書は支取 3■ とがな素る考札 設st 製歯 :こ
厠● 5辛 美 l―A知 らさ,式 でぃ。 帯弓ヵ口際フ _|レ |=ェ る 1膚 の日との協力 1て 当
つて博′繭晩の議|ス取 膚尺認

=ぼ
撃 と+3。

注i半 計雫子つ誌正ミ      J災 は ,t… へ丈 (峙蒙核物旬
と )ヽう ぎ彗と′ sσ.t_c氏

…
へ人 時 )と いう言葉がっゲ t‐j肇′ 前者

は Pい . U■ 33,U2ぅ ,ス Iが
｀
こぅにらの含量乏云たしたゥ,ラ ニウムで多り′後

右 |せ 貫ぶシラニウム ′トリウ4ふ よびマ っ含有量がヽ率ぽ薦は二う多馬ぬi
ことた義さ}tて ぃる:ご こで tヽ う ″該物質″こ|さ 風ちを傷な.
χXが でり広委)=定 義き1(た 澤諾でぁる。
十 ″協力の移 /「i″ と埓定長に ,っ て′ 政務協ミ (相 手lコ lて 二驀二健爾、ぬ
こと,11雪 譴者た蕩ざめこと, 等あ塚譴こ零求す毛)と 鵡b饉 二で,協ヵで
よ う。
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_葛 水 ユイ
ウ回のアメリカ錬 尋力)ム の政Iの 晉響 )■  1 琴写力壼業 l― 民ldr不 のや
菅の道と輛いたこと′ 2.南 タト|=栗 予考4焉 報展

`核
分裂物 管と提供する通■

澤し`た ことのとやで払る。 ご瀬11て よると,ア メリカの号写力こ業け従来の湯
彦φ荻 さから澪哀さキtた ようl~P}コ tる け減ビ留 してで》1が 学キがどうが ,す

いういうな当書をもちよつて捨討 して掛な 1う はば憲ら憲い。 この ことにつ 、ヽ
て,二 こに 1つ め参七釘鞭がよ 60で 聟超年 しさう。
こ颯 lミ I薦2 ゃ 匂ヽュ涎 W硼 くとな らし で特尋ζ奪 こ ■ して知 らχせて｀` る運
〕1諷 UoS:ヽ飢" れ、

へawれ たd&ゃ 6項 奉 専 8パ )う T~」 モ )F据衰 さ″1た 「ゃ 子
で金 と もつ け るl(|ま」 で虜 る。 このぎ≧芋 ,ま1,答 な表鷺 がら受汗 うF7象 とき,

対にノ つ
'ヨ

リ骨子方法のiユ }■ ミして、 妥
=:企
業■手子■こ業■

=Li千
が`

おら1ざ tヽ 返り4ヤ ンス左うち、 この
=べ
産ギがら,コ 巧うなこつくり主■;可

能′護たもつたょぅ)■の「23が , 賓腱辱ラ子々千革|こ ネルするこ‐■4尾 でし寺
主ソでも'な く, 授菅あ場湊ドテ

'|で
さめ凛どヽぎいと、ヽ・ぅことと讃■I寸 う。

そ 力t意 |こ う 云 つ て い る。 lI■ (つ /‐D■ む
｀
ら 1憩 , こ 4~許 し tl F=年

'｀
で ヽ

アメ )り ヵ市民はら譲ズ うFい 均末ヽわ rlな ぃで讐́手ブ,生 業に1ら■■●■こと:
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